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文学部陳列館（1930年代）

文学部博物館南側（1996年 2月10日）

総合博物館正面入口（2009年 3月14日）

　文科大学陳列館は、本部構内の西の端に 1914 年に竣工した。ただし、この時完成したのは一部で、その後増
築が進み最終的には1929年にロの字型の建物となった（写真左上）。1986年には陳列館の正面部分を残しながら、
文学部博物館が完成し、東大路側に入口が作られた（写真右上）。さらに 2001 年には展示場と収蔵庫が大幅に増
築され、総合博物館が開館した（写真下）。（関連記事 2～ 3頁）
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2014 年秋、総合博物館は大学文書館の協
力を得て、「学問の礎を受け継ぐ─文科大学
陳列館からの出発─」と題する企画展を開催
した。前身の文学部陳列館の設立から 100 年
を記念した展覧会である。大学文書館からも
貴重な資料が出陳され、博物館の歴史をたど
る得がたい機会となった。
1897 年の大学創設に遅れること 9 年、京
都帝国大学に文科大学が設置された。文科大
学の構想段階から、博物館を必須の施設とす
る考え方は存在したとされる。実際、文科大
学の教授をつとめた教育学者谷本富が、初代
総長木下広次に提出した意見書には、「博物
館を建て、適当の部門を分ち、美術、宗教、
歴史、地理、考古学、人類学、社会学並に教
育学等に関する研究の参考たるべき材料を蒐
集陳列せんことは最希望する所なり」とある
（「京都帝国大学文科大学の組織に関する卑
見」大学文書館蔵）。
大学文書館の西山伸教授によれば、谷本の
提言が文科大学にどこまで生かされたか定か
ではないという。とはいえ、大学の草創期に、
博物館設置の必要が議論されていたことは興
味深い。このときの博物館は、右の引用に明
らかなように、研究のために資料を収集し保
管・陳列する場であった。
資料の収集は文科大学の設立以降本格化す
る。文科大学は、考古学、歴史学、美術等々
の多様な資料を、日本のみならず世界各地か
ら、購入や寄付によって収集した。その結果
建設されたのが、陳列館である。3年がかり
で、1914 年に完成した。
注意を引くのは、陳列館が「得易からざる
標本及貴重図書を収蔵陳列し、研究及教授

0 0 0 0 0

の
場所に充つる為め」（「学友会誌」一〇号）に
建設されたことである。各講座が集めた標本
を収蔵し活用するスペースを獲得するため
に、研究に加えて、教育という目的が新たに

付加されたのだ。
戦後、陳列館は 1955 年に文部省より博物

館相当施設の指定を受け、1959 年には文学
部博物館と改称。1970 年代には収蔵資料は
50 万点を越え、文学部博物館は、収蔵資料
の学術的価値の高さという点で、学界で広く
知られる存在に成長した。ただ、内部に展示
場はなく、もっぱら、研究と教育のための施
設であった。
文学部博物館に転機が訪れるのは、1980

年代のことである。建設から 60 年近くの歳
月を経て、建物の老朽化は著しく、膨大な数
の資料を適切に保管することが難しくなった
ために、建て替えを求める動きがはじまった。
計画が実現するまでの経緯を仔細に見ていく
と、博物館の機能に対する考え方に、実に大
きな転換があったことが浮き彫りになる。そ
れを象徴する三つの図面を紹介しよう。
（図 1）は、博物館の新営が決まる前年の
1983 年に作られた。正面入り口は、キャン
パスの内側、東に向かって開いている。陳列
館の時代と同じく、大学内での研究と教育と
への活用が主な機能と考えられていた。
一方、（図 2）（図 3）は、1984 年に作られ

た図面である。（図 2）では、玄関は左側、
西に向かって開いている。さらに（図 3）を
見ると、キャンパスを外と区切る塀を切り開
き、大通りから博物館に直接入ることができ
る。博物館を社会に向かって開くという意思
を読み取ることができよう。実際、1984 年
の概算要求書では、それ以前とは異なり、収
蔵資料を国民的財産と位置づけ、これらを一
般の人びとと共有する場として、博物館新営
の必要を訴えていた。
当時の関係者からの聞き取りによれば、設

計の変更は文部省の指導によるものであっ
た。中央教育審議会答申が、家庭教育、学校
教育、及び、社会教育の各分野を横断して総

「開かれた大学」と総合博物館の歩み
京都大学総合博物館長　岩﨑 奈緒子



　Kyoto University Archives Newsletter　2016.4.28／Vol. 30

3

合的にとらえる「生涯教育」という概念を打
ち出し、大学をその一翼を担うべき組織に位
置づけると共に、その「開放」の必要をうた
ったのは、1981 年。文学部博物館の新営は、
まさに「大学の開放」策の具体化であった。
1986 年に竣成した新営博物館の延べ床面
積は 5000 ㎡余。3階・4階に収蔵庫や閲覧室
を配し、研究スペースを確保するとともに、
1階と 2階には、重厚で、広々とした展示室
を設置した。公開は、新営博物館の目玉であ
った。ただ、専任の研究スタッフは 1人しか
おらず、公開は限定的な規模にとどまった。
2001 年、文学部博物館新館の南に、巨大
な展示場と理系の学術標本を収める収蔵庫を

備えた、延べ床面積 8000 ㎡強の建物が完成
した。1970 年代以降、理系の分野でも、標
本の保存と活用を進める機運が高まっていた
ことを背景に、文系と理系の学術資料を一括
して集中管理する総合博物館が、日本最大の
大学博物館として誕生したのである。
創設を後押ししたのは、1996 年、学術審

議会学術情報資料分科会が、主に理系の学術
標本資料の活用を促進するための手段として
大学博物館の設置の必要を説いた提言であ
る。当然、この提言も、1981 年の中教審の
答申と無縁ではない。
本答申が用いた「生涯教育」の語は、臨時

教育審議会の 1986 ～ 87 年の答申において、
「生涯学習」に置き換わり、1990 年には生涯
学習振興法が制定された。学術審議会の提言
は、大学博物館を「社会に開かれた大学の具
体的対応」としており、「生涯学習」の場と
いう大学に新たに付与された役割を念頭にお
いていたことが明らかである。新営文学部博
物館も総合博物館も、収集した学術資料を維
持し、研究・教育に活用したいという大学の
内発的な希求と、大学に生涯教育の一端を担
わせようとする国家意思とが交差してはじめ
て、実現したのである。
大学博物館をめぐるこのような動きは、言

うまでもなく、現在進行形の大学改革と淵源
を一にする。すでに 1981 年の答申において、
入試制度の弾力化や単位互換、大学院の開放
等々が、成人の学習意欲を満たすという目的
の下で論じられている。本答申から 35 年を
経て、「大学は、地域や社会の知の拠点として、
住民の生涯学習や多種多様な主体の活動を支
えると同時に、地域や社会の課題を共に解決
し、その活性化や新たな価値の創造への積極
的な貢献が求められ」るまでになった。社会
貢献は、「大学が地域等に支えられる機関と
しての確固たる地位を築く」ための不可欠な
条件へと転化しつつある（「平成 26 年度開か
れ大学づくりに関する調査研究報告書」文科
省）。
大学とは何か。総合博物館の歩みは、私た

ちに根源的な問いを突きつける。

図3

図2

図1
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大学文書館はこのたび、新たに「歴代総長・
教授・助教授履歴検索システム（旧制）」を
公開するとともに、従来の「所蔵資料検索シ
ステム」を全面的にリニューアルしました。
京都大学の歴史に関する資料・情報の利用の
促進を図るべく、2015（平成 27）年度の全
学経費の採択を受け、2種類の検索システム
について一体的に整備を行いました。

＜歴代総長・教授・助教授履歴検索システム
（旧制）＞
1897（明治 30）年の京都帝国大学創立以
降に在籍した教員の業績や経歴は、京都大学
の学術成果を社会に発信する際の基礎的な情
報源となることはもとより、近現代日本にお
ける諸学問分野の歴史をたどる上で重要な手
がかりとなるものです。大学文書館に寄せら
れる照会事項の多くを占めるのも、過去に京
大に在籍した教員についての内容です。しか
し、歴代の教員に関する情報を統合的に検索
できるツールはこれまで存在せず、学内外の
研究上・業務上のニーズに十分に対応できて
おりませんでした。
このシステムは、新制大学が発足した
1949（昭和 24）年 5 月 31 日より前に、京都
帝国大学・京都大学に総長・教授・助教授と
して在籍した経歴を持つ人物の基礎データを
整理し、公開したものです。収録した情報は
以下の通りです。

肖像写真／氏名／氏名ふりがな／専門／部
局等／生年月日／本籍地（都道府県）／学
歴／職歴（助教授就任以前）／留学・海外
渡航歴／学位／助教授就任・退任日／教授
就任・退任日／総長就任・退任日／担任講
座／学内役職／職歴（京大退職後）／適格

審査／名誉教授授与／栄誉／死去／備考

以上の項目のいずれかを指定して検索する
ことも、全ての項目を対象にフリーワード検
索を行うことも可能です。さらに、「部局等」
のメニューで分科大学・学部・研究所などを
選択すると、その部局等に所属した経歴を持
つ教員がリストアップされます。また、「在
任時期」のメニューで 1897 年以降の年を選
択すると、その年に総長・教授・助教授のい
ずれかの身分で在籍していた教員を一覧でき
ます。

＜所蔵資料検索システム＞
全国の公文書館等による歴史的公文書画像

のインターネット公開の動向を踏まえ、大学
文書館では、所蔵する特定歴史公文書等のデ
ジタル化を進めてきました。しかし従来の所
蔵資料検索システムは、各資料のページ単位
のデジタル画像を一般公開できるような仕組
みは備えておりませんでした。
そこで、所蔵資料のうち重要なものをデジ

タルアーカイブ化することで、大学文書館へ
来館せずとも、検索システム上で資料画像を
閲覧・保存・印刷できる機能を盛り込みまし
た。現在、画像を公開している資料の点数は
わずかですが、徐々に公開点数を増やしてい
く予定です。
あわせて、以下のような改修を行い、検索

機能や利便性の向上を図りました。

・利用請求書の出力
当館所蔵資料の利用にあたっては、「特定

歴史公文書等利用請求書」を提出いただく必
要がありますが、その際は、資料の識別番号
と資料名を 1件ずつ確認し、転記する必要が

2 つの検索システムの整備について
創価大学創価教育研究所講師（前京都大学大学文書館助教）　坂口 貴弘
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ありました。今回、検索システム上で利用希
望資料を選択すると、その資料情報が自動入
力された利用請求書を、PDF 形式で出力で
きるようになりました。
・資料の作成年による検索
従来のシステムは資料の年代による検索が
困難でしたが、作成年月日の項目に西暦年で
入力されたデータについて、プルダウン方式
で検索できるようになりました。
・検索項目の改訂
項目名称を分かりやすくするとともに、使
用頻度の低い項目を一部削除しました。また、
従来はキーワード検索の対象となっていなか
った項目も検索できるようになりました。

今回の所蔵資料検索システム改修によっ
て、資料閲覧上の利便性が著しく向上すると

ともに、資料原本の出納頻度を低下させ、破
損を防止する効果も期待できます。「公文書
等の管理に関する法律」（公文書管理法）が
国立大学法人に求めている歴史公文書等の利
用促進の一助となり、京都大学の活動に対す
る社会への周知や理解の深化に大きく寄与す
るものと考えております。
以上ご紹介した 2つの検索システムについ

ては、今後も随時、データの追加・修正やシ
ステムの整備を図っていく予定です。利用者
の皆様からのご感想・ご意見をお待ちしてお
ります。

歴代総長・教授・助教授履歴検索システム（旧制）
https://kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/rireki/

所蔵資料検索システム（URLを変更しました）
https://kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/shozou/
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2015 年

 10/ 2 西山教授、新採用職員研修において京都大学の
歴史について講義。

 10/ 6 山中啓氏より、戦時期の新聞、米軍ビラ等寄贈。

 10/ 16 「秋季特別展　戦後を語る　70のカタチ」（立
命館大学国際平和ミュージアム主催、10月
20日～12月 13日）に所蔵資料貸出。

 10/ 16 卒業生より、創立50周年文化祭ポスターにつ
いて照会。

 10/ 21 読売新聞社より、学徒出陣について照会。

 10/ 21 日本経済新聞社より、舎密局に関する取材のた
め来館。

 10/ 22 学内より、卒業生について照会。

 10/ 26 大学文書館教員会議。

 10/ 27 図書館機構貴重書公開展示「本を伝える　─高
山寺本と修復─」に企画展示室貸出（～11
月8日）

 10/ 28 学内より、矢島脩三について照会。

 10/ 29 西山、第5回琉球大学法文学部歴史教育公開
研究会（於・沖縄県立那覇高等学校）におい
て「大学って何をするところ ?　─近代日本
の歴史から考える─」と題して授業。

 10/ 30 『京都大学大学文書館だより』第29号発行。

 11/ 5 西安交通大学より、彭康について照会。

 11/ 6 ゴールド・スプリング・ハーバー研究所より、
ヒトゲノム計画について照会。

 11/ 6 高橋正立氏より、経済学部川口ゼミ同窓会誌寄
贈。

 11/ 9 早稲田大学より、大学文書館施設・業務の視察
のため来館。

 11/ 9 東京外国語大学より、大学文書館施設・業務の
視察のため来館。

 11/ 9 企画展「京都帝国大学文学部の軌跡─教養と国
策のはざまで─」開催（於・百周年時計台記
念館歴史展示室、～2016年 1月17日）。

 11/ 17 内閣府より、大学文書館施設・業務の視察のた
め来館。

 11/ 18 学内より、1945年以前の朝鮮半島出身留学
生について照会。

 11/ 20 西南学院大学より、大学文書館の組織・業務に
ついて照会。

 11/ 25 大学文書館教員会議。

 11/ 28 西山、大阪市立大学大学史資料室・恒藤恭記念
室主催第7回恒藤恭シンポジウム「今、あ
らためて滝川事件を考える　─非常時下の抵
抗と苦悩─」（於・大阪市立大学）において「滝
川事件とは何だったのか」と題して報告。

 11/ 30 淑徳大学より、大学文書館施設・業務の視察の
ため来館。

 12/ 2 京都産業大学図書館より、山口茂一について照
会。

 12/ 3 西山、自然科学系アーカイブズ研究会（於・核
融合科学研究所）において「京都大学大学文
書館と大学アーカイブズをめぐって」と題し
て報告。

 12/ 8 西山、第1回早稲田大学大学史セミナー（於・
早稲田大学）において「大学史編纂のこれま
でとこれから」と題して講演。

 12/ 9 冨永助教、京大職員組合文学部支部22名に企
画展を案内。

 12/ 17 坂口助教、西安交通大学一行5名に歴史展示
室を案内。

 12/ 21 竹内秀夫氏より、京都帝国大学文学部入学志願
書心得寄贈。

 12/ 21 大学文書館教員会議。

 12/ 22 日本テレビより、折田彦市画像に関する照会。

 12/ 25 坪田英煕氏より、吉田卯三郎海外在留日誌他寄
贈。

 12/ 25 長倉禮子氏より、長倉久子関係資料寄贈。

2016 年

 1/ 13 北海道大学より、大学文書館施設・業務の視察
のため来館。

 1/ 19 NHKプラネットより、学徒出陣壮行式写真に
ついて照会。

 1/ 19 東京大学・東北大学より、大学文書館業務研修
のため来館（～1/21）。

 1/ 21 朝日新聞社より、文学部陳列館について取材。

 1/ 21 大阪新美術館建設準備室より、大学文書館施設・
業務の視察のため来館。

 1/ 26 学外より、ハイゼンベルグの京大での講演会に
ついて照会。

 1/ 27 一橋大学より、大学文書館施設・業務の視察の
ため来館。

 2/ 1 大学文書館教員会議。

 2/ 2 立命館大学学生一行、大学文書館の施設見学の
ため来館。

 2/ 2 学外より、京都学連事件について照会。

 2/ 10 大学文書館運営協議会。

 2/ 16 東京大学文書館より、個人情報保護について照
会。

 2/ 18 朝日新聞社より、基礎物理学研究所前の「湯川
桜」について照会。

［日誌］（2015年10月～2016年3月）
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 2/ 18 外務省外交史料館より、大学文書館施設・業務
の視察のため来館。

 2/ 21 大山温子氏より、田坂武彦宛河上肇書翰寄贈。

 2/ 23 学外より、明治40年頃の京大の写真について
照会。

 3/ 2 京都新聞社より、入学式・卒業式における楽曲
の演奏について照会。

 3/ 2 法人文書再配置のための移動作業（～3/11）。

 3/ 2 神奈川大学より、1934年度文学部卒業生につ
いて照会。

 3/ 3 国立新美術館、京都国立近代美術館より、大学
文書館施設・業務の視察のため来館。

 3/ 3 富山大学より、青木正児について照会。

 3/ 9 大学文書館教員会議。

 3/ 11 井岡康時氏より、1970年代学生関係資料寄贈。

 3/ 14 河上肇記念会より、郭沫若について照会。

 3/ 14 学内より、学徒出陣について照会。

 3/ 22 学内より、安達伊太郎について照会。

 3/ 31 矢島脩三関係資料の公開開始。

 3/ 31 オフィス・アシスタント吉岡悠紀子退職。

 3/ 31 2014年度移管法人文書の公開開始。

大学文書館は、3月 31 日より矢島脩三関係資料を公開しています。本資料は、矢島脩

三京都大学名誉教授（1967 年から 1971 年まで工学部助教授、1971 年から 1997 年まで同

教授）より寄贈された資料群です。矢島氏は、大学院博士後期課程時代の 1958 年から

1960 年にかけて、日立製作所に派遣され京都大学最初の電子計算機である「京都大学デ

ィジタル型万能電子計算機第 1号」（Kyoto Daigaku Digital Computer- Ⅰ、KDC- Ⅰ）を

開発しました。KDC- Ⅰは、当時最高性能のゲルマニウムトランジスタ計算機で、その後

15 年の長きにわたって京都大学での共同利用に供されました（本誌第 8号に矢島氏執筆

の関連記事があります）。本資料は、このKDC- Ⅰ開発時における各種図面、書簡、およ

び矢島氏が工学部助教授就任以後の同学部の教育関係の各種資料などから構成されていま

す。特にKDC- Ⅰ開発関係の資料は、戦後日本の技術史を見る上できわめて重要なもので

あると言えます。

なお、KDC- Ⅰは、本年情報処理学会で情報処理技術遺産に認定されました。

矢島脩三関係資料の公開
大学文書館の動き

2016 年 3 月 31 日　　坂口貴弘、大学文書館助教を退任。

人の動き（2015 年 10 月～ 2016 年 3月）
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教育が研究とならぶ大学の基本的な使命で
あること、などは今さら言うまでもない。
一年後に対米英開戦になる 1940 年 12 月
24 日、文部大臣橋田邦彦は全国の大学に訓
令を発し、大学教授が学生をしっかり教育す
るよう求めた。もちろん京大にもその訓令は
来ている（『文部省令達通牒書類　自昭和十
四年至昭和十六年』識別番号MP00139）。「大
学教授ガ研究者タルト同時ニ教育者タルノ責
務ヲ有スルモノナルコトハ言ヲ俟

マ

タザル所ナ
リ」「抑

ソモ

々
ソモ

教ト学トハ本来一ニ帰スベキモノ
ニシテ之ガ分離対立ハ諸弊ノ源由ヲ成スモノ
ト謂

イ

フベシ」。訓令はこのように謳っている。
「教学刷新」が叫ばれたこの時代、訓令中
に「大学教授ハ須ク国体ノ本義ニ則リ教学一
致ノ精神ニ徹」すべしとも述べられているよ
うに、これは教育の国家主義的統制の一環と
して出されたものだった。
実はこのころの京大は、他の帝国大学と比
べてかなり教育熱心だった。前年から医学部
で導入していた指導教官制度を、この年 4月
から法経の両学部でも実施し始めていた。教
授 1人当たり法学部では学生 20 人余り、経
済学部では学生 10 人余りを担当し、年 5回
以上会合を開いて 1回生の面倒を見るように
した（上回生には演習制度があった）。また
経済学部では「教授助教授講師ハ学生面接ノ
曜日ヲ定メ之ヲ学生ニ公示」していた（『評
議会議事録　自昭和十四年至昭和十六年』識
別番号MP00004）。つまり、今でいうオフィ
スアワーである。
文部大臣訓令の少し前、10 月 28 日に開か
れた帝国大学総長会議では、京大のこの試み
の成果を大臣から聞かれ、羽田亨総長は「実
行シテミルト学生モ熱ヲモチ効果アガリ、経
ナドデモ、ソノ回数ヲ増加シ度

タキ

希望アリ」と
答えていた（『有光次郎日記』365 頁）。
東大でも、この時期平賀譲総長が「家族的

大学」を打ち出し、入学式に新入生の親を招
き学部長が大学の方針を説明するなど学生の
家庭との結びつきを強めようとしており、各
大学とも学生の教育に眼を向けはじめてい
た。しかし、総長会議の席上で京大の試みは
特に注目されていたようだ。羽田の言葉がい
くぶん誇らしげなものに見えるのは筆者だけ
だろうか。
なぜ、京大がひときわ教育に熱心だったの

か。創立直後にいち早く演習制度を採り入れ
るなど、もともと研究と結びついた教育にも
力を入れていた、という伝統もあろう。しか
し、別の見方もできる。1930 年代後半の京
大は苦難の時期を送っていた。事務官の大規
模な汚職事件が世間を賑わしたし、著名教授
の文化財窃盗事件もあった。前年の 1939 年
7 月、帝国大学総長会議のために上京した羽
田総長に、天皇から「その後京大は建ち直っ
てゐるか」との問いかけがあったとも報道さ
れている（『東京朝日新聞』1939 年 7 月 7 日
付朝刊）。少々意地の悪い言い方をすれば、
こうした悪い評判を取り返すべく、政策を先
取りしようとした可能性もあるかもしれな
い。
実際にこうした教育体制がどれくらい効果

をもたらしたのかは、残念ながらよく分から
ない。ただ、この後大学は修業年限短縮、勤
労動員の強化、そして学徒出陣などに見舞わ
れていくことを考えると、あまり効果はあが
らず有耶無耶になってしまったのではないだ
ろうか。
筆者は大学の教育重視を否定するものでは

もちろんない。しかし、こうした一連の経緯
を振り返ると改めて思う。教育にあたっては、
教える側の心構えや教え方が重要なのは当然
だが、やはりいちばん大切なのは何を教える
のか、ということだと。
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「教育熱心」だった京大
─戦時下の一コマ─

京都大学大学文書館教授　西山 　伸


